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45,460 16,078 10,970 5,961 3,629 1,635 642 466 389 304

1,187 510 266 117 3 70 2 2 2

3,672 2,033 1,295 796 300 147 102 78 67

11,219 8,427 4,400 2,716 1,332 425 362 309 235

(41,399) (6,203) 3,374 1,902 736 321 45 12 12 8

注）

（単位：人）

45,460 16,078 10,970 5,961 3,629 1,635 642 466 389 304

7,658 1,866 1,033 473 250 130 41 39 26 25

14,948 2,078 1,047 527 321 155 84 61 46 43

8,234 3,828 2,475 1,004 368 180 93 78 56 50

14,620 8,306 6,415 3,957 2,690 1,170 424 288 261 186

16.8% 11.6% 9.4% 7.9% 6.9% 8.0% 6.4% 8.4% 6.7% 8.2%

32.9% 12.9% 9.5% 8.8% 8.8% 9.5% 13.1% 13.1% 11.8% 14.1%

18.1% 23.8% 22.6% 16.8% 10.1% 11.0% 14.5% 16.7% 14.4% 16.4%

32.2% 51.7% 58.5% 66.4% 74.1% 71.6% 66.0% 61.8% 67.1% 61.2%

注）
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「夏型」には、春から夏（概ね4月から9月）の期間のみ就労した者の数を、
「冬型」には、秋から冬（概ね10月から3月）の期間のみ就労した者の数
を、「その他」には、通年等季節的要因によらない就労者数を計上してい
る。
※１：「その他」は平成4年度から調査。

※２：平成7年度までは「農家出稼者数」として調査していたもの。

（資料出所：平成30年度までは岩手労働局調べ、令和元年度からは定住推進・雇
用労働室調べ）
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出稼労働者数
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夏 型

表２　圏域別出稼労働者の推移
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１　出稼労働者の推移

45,460

22
項目

そ の 他 ※ １

平7

　本県の出稼労働者数は、昭和30年代後半からの高度経済成長に伴い、関東地方を中心とする需要地から建設業・製
造業等の出稼求人が殺到したこと、また、当時の米の生産調整等厳しい農業事情により農家からの出稼ぎが相次いだ
ことにより、昭和47年には45,460人にものぼった。しかし、翌48年には、オイルショックを契機とする総需要抑制策
等経済環境が急変したことにより、出稼労働者数は大幅に減少した。これを転機に減少傾向は今日まで続き、令和６
年度の調査では304人とピーク時の0.67％となっている。

　減少が続いている要因としては、地方に立地した企業や地域での創業、また、それらによる波及効果で、就業機会
が創出され地元就労が促進されていること、最近は、出稼労働者の高齢化による出稼ぎからの引退が徐々に進行して
いること等が挙げられる。

表１　年度別出稼労働者数

　半面、全体として減少傾向にある中で、酒造業における出稼ぎ互助会への加入者は一定数おり、南部杜氏による他
県の酒蔵の仕込みなど、伝統的な繋がりにより出稼ぎが続いている業種もみられる。
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図１　出稼労働者数の動き

盛 岡 圏

北上川流域圏

沿 岸 圏

県 北 圏

盛 岡 圏

沿 岸 圏

県 北 圏

北上川流域圏

1 盛岡圏（盛岡職安管内）、北上川流域圏（花巻・北上・水沢・一関職安管内）、沿岸
　圏（宮古・釜石・大船渡職安管内）、県北圏（二戸・久慈職安管内）
2 構成比の数値は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、個々の集計値の合
　計は必ずしも 100％とならない場合がある。
（資料出所：平成30年度までは岩手労働局調べ、令和元年度からは定住推進・雇用労働室調べ）

（単位：人）
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① ② ③　　 ④ ⑤

就業者 ②のうち 出稼比率 兼業比率

安定所 市町村 全   数 夏　型 冬　型 その他 計 農林漁業兼業 (②/①） （③/②)

盛 岡 市 147,174 1 4 2 7 0 0.00 0.0

八 幡 平 市 12,755 0 1 0 1 1 0.01 100.0

滝 沢 市 29,656 1 2 0 3 0 0.01 0.0

雫 石 町 8,496 0 0 0 0 0 0.00 0.0

紫 波 町 17,811 0 9 0 9 0 0.05 0.0

矢 巾 町 14,669 0 2 0 2 2 0.01 100.0

岩 手 町 6,436 0 0 1 1 0 0.02 0.0

葛 巻 町 2,700 0 0 2 2 0 0.07 0.0

小 計 239,697 2 18 5 25 3 0.01 12.0

釜 石 市 15,339 0 0 0 0 0 0.00 0.0

大 槌 町 5,200 0 0 0 0 0 0.00 0.0

遠 野 市 13,320 0 4 0 4 不明 0.03 -

小 計 33,859 0 4 0 4 0 0.01 0.0

宮 古 市 24,135 0 1 2 3 0 0.01 0.0

山 田 町 6,859 0 0 3 3 0 0.04 0.0

岩 泉 町 4,191 0 0 8 8 3 0.19 37.5

田 野 畑 村 1,530 0 1 20 21 2 1.37 9.5

小 計 36,715 0 2 33 35 5 0.10 14.3

花 巻 市 49,252 0 41 0 41 0 0.08 0.0

小 計 49,252 0 41 0 41 0 0.08 0.0

一 関 市 57,707 0 0 0 0 0 0.00 0.0

平 泉 町 3,806 0 0 0 0 0 0.00 0.0

小 計 61,513 0 0 0 0 0 0.00 0.0

奥 州 市 60,503 0 0 0 0 0 0.00 0.0

金 ケ 崎 町 8,931 0 0 0 0 0 0.00 0.0

小 計 69,434 0 0 0 0 0 0.00 0.0

北 上 市 50,553 0 2 0 2 0 0.00 0.0

西 和 賀 町 2,653 0 0 0 0 0 0.00 0.0

小 計 53,206 0 2 0 2 0 0.00 0.0

大 船 渡 市 17,878 0 0 3 3 0 0.02 0.0

陸前高田市 9,137 0 0 8 8 0 0.09 0.0

住 田 町 2,471 0 0 0 0 0 0.00 0.0

小 計 29,486 0 0 11 11 0 0.04 0.0

二 戸 市 13,725 0 0 4 4 0 0.03 0.0

一 戸 町 5,746 0 0 1 1 0 0.02 0.0

軽 米 町 4,473 0 0 8 8 0 0.18 0.0

九 戸 村 2,794 0 0 0 0 0 0.00 0.0

小 計 26,738 0 0 13 13 0 0.05 0.0

久 慈 市 16,381 0 0 103 103 0 0.63 0.0

洋 野 町 7,237 0 0 22 22 不明 0.30 -

野 田 村 1,942 0 0 48 48 0 2.47 0.0

普 代 村 1,268 0 0 0 0 0 0.00 0.0

小 計 26,828 0 0 173 173 0 0.64 0.0

626,728 2 67 235 304 8 0.05 2.6

注）1

2
3

（資料出所：就業者数は「令和２年国勢調査結果」（総務省統計局）より引用、出稼労働者数は定住
推進・雇用労働室調べ）

久慈

②欄は当該年度中に出稼労働者として、夏型は概ね４～９月、冬型は概ね10～３月の間に就労し
たもの。その他はそれ以外（季節の区分の不明確なもの等）の期間に就労したもの。
②欄及び③欄は市町村調査値。
合計及び小計については、不明を除く。

表３　市町村別出稼労働者数（令和６年度）

区分
出稼労働者数

合計

盛岡

釜石

宮古

花巻

一関

水沢

北上

大船渡

二戸

2



表４　安定所別出稼労働者数の推移 （単位：人）

年度 昭和 平成 令和 令和 対前年比

安定所 47 7 12 17 22 27 2 4 5 6 （％）

45,460 16,078 10,970 5,961 3,629 1,635 642 466 389 304 ▲ 21.9

7,658 1,866 1,033 473 250 130 41 39 26 25 ▲ 3.8

1,973 626 241 106 50 20 13 7 6 4 ▲ 33.3

2,981 1,235 805 425 172 66 44 39 37 35 ▲ 5.4

3,151 940 593 365 243 139 71 52 43 41 ▲ 4.7

5,985 664 316 112 52 7 6 4 0 0 -

3,921 272 49 19 8 3 1 1 1 0 0.0

1,891 202 89 31 18 6 6 4 2 2 0.0

3,280 1,967 1,429 473 146 94 36 32 13 11 ▲ 15.4

5,313 2,851 1,751 930 451 181 79 33 24 13 ▲ 45.8

9,307 5,455 4,664 3,027 2,239 989 345 255 237 173 ▲ 27.0

（資料出典：平成30年度までは岩手労働局調べ、令和元年度からは定住推進・雇用労働室調べ）

（単位：人）

年度 昭和 平成 令和 令和 対前年比

項目 47 7 12 17 22 27 2 4 5 6 （％）

45,460 16,078 10,970 5,961 3,629 1,635 642 466 389 304 ▲ 21.9

49,695 17,839 8,546 9,119 3,237

20,302 9,514 5,219 2,991 1,326 640 315 175 122 120 ▲ 1.6

図２　年度別出稼労働者数等の動き

表５　年度別出稼労働者数等の推移

出 稼 労 働 者 数

求 人 数

互助会加入者数

（資料出典：出稼労働者数（令和元年度から統計なし）、求人数(平成25年度から統計なし）は岩手労働局、
互助会加入者数は(公財)ふるさといわて定住財団調べ、令和元年度からの出稼ぎ労働者数は定住推進・雇用労働室調べ）
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(人） 加入率

20 80.0%

3 75.0%

8 22.9%

41 100.0%

0 -

0 -

2 100.0%

12 109.1%

4 30.8%

30 17.3%

120 39.5%

北 上 2

0

一 関

（資料出典：出稼ぎ労働者数は定住推進・雇用労働室調べ、互助会加入者数は（公財）ふるさといわて定住財団調べ）

11

13

173

304

4

35

41

0

水 沢

注）互助会会員は、有効期限内に継続して加入できることから、同一年度内に2回申し込みをするケースがあり、
　　加入率が100％を超えることがある。

図３　安定所別出稼労働者数、互助会加入者数（令和６年度）

表６　安定所別出稼労働者数、互助会加入者数（令和６年度）

互助会加入者数
安定所

盛 岡

釜 石

宮 古

花 巻

出稼労働者数

大 船 渡

二 戸

久 慈

合 計

(人）

25

0 100 200 300

盛岡

釜石

宮古

花巻

一関

水沢

北上

大船渡

二戸

久慈

出稼労働者数 互助会加入者数

（人）
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表７　出稼労働者手帳発給状況（令和６年度）

項目

安定所・出張所 ５年度末有効数 新規作成数 失効数 ６年度末有効数

155 5 2 158

4 0 1 3

2 0 0 2

15 2 1 16

7 4 1 10

43 0 2 41

0 0 0 0

1 0 1 0

5 1 0 6

0 0 0 0

8 0 1 7

36 2 6 32

276 14 15 275

出稼労働者手帳

（資料出典：岩手労働局調べ）

大 船 渡

花 巻

一 関

盛 岡

北 上

久 慈

計

沼 宮 内

遠 野

水 沢

二 戸

釜 石

宮 古
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９人

国

２　本県における出稼ぎ対策の体制と実施業務（令和６年度）

県・市町村・関係団体等の連絡調整

出稼労働者の職業紹介状況把握労働局

出稼労働者の実態把握

就労希望状況の把握及び通報

出稼労働者の職業紹介（出張所を含む12か所）

就労経路の適正化促進

公共職業安定所

県

出稼ぎ援護事業

（公財）ふるさといわて定住財団

｜

市町村 出稼ぎ担当課

就業支援員

広域振興局

〔会計年度任用職員〕

県内就業・キャリア教育
コーディネーター

出稼労働者手帳の作成及び発給

国・市町村・関係団体等の連絡調整

職業安定所との連絡

出稼労働者の実態把握

市町村との連絡

定住推進・雇用労働室 出稼ぎ関係公益法人の指導

出稼労働者の相談対応

地域相談指導員の設置及び活動

健康診断の実施

20人

※各広域振興局等に配置

（出稼ぎ互助会） 互助会会員への啓発指導

出稼ぎ労働者指導資料等の作成・送付

出稼ぎ互助会への加入等取次

職業安定所への求職取次

市町村広報等の送付

傷病等事故見舞金の給付（死亡・傷病・火災）

不払賃金の一部立替

出稼労働者への啓発指導

出稼労働者の実態把握
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３　出稼労働者対策事業の実施状況（令和６年度）

（１）労働局・公共職業安定所

　
（２）県

（３）市町村

表８　市町村における出稼労働者対策事業の実施状況

盛岡市 ○

八幡平市 ○ ○

滝沢市

雫石町

紫波町 ○ ○ ○

矢巾町 ○

岩手町 ○ ○

葛巻町 ○

釜石市 ○

大槌町

遠野市

宮古市

山田町

岩泉町 ○

田野畑村 ○

花巻市 ○

一関市

平泉町

奥州市

金ケ崎町

北上市 ○

西和賀町

大船渡市

陸前高田市 ○

住田町

二戸市

一戸町 ○

軽米町 ○

九戸村 ○

久慈市 ○

洋野町 ○
野田村 ○ ○ ○
普代村 ○

（資料出所：定住推進・雇用労働室調べ）

出稼ぎ
労働者
指導

資料等
の作成
・送付

市町村
広報等
の送付

　○出稼ぎ労働者手帳の新規作成
　　 出稼ぎ労働者手帳　14冊

健康
診断の
実施

　○「岩手県における出稼ぎの実態」の作成

地域相
談指導
員の設
置及び
活動

市町村

出稼ぎ
互助会
会費の
補助

その他
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(1)

(2)

(3)

ア

① 　傷病等事故見舞金（死亡50万円・重度障害30万円・傷病３～10万円）

　会員が就労先における災害若しくは疾病により死亡したとき、又は、休業して一定
期間の治療を要したときに給付する。

② 　火災見舞金（20万円）

　会員が就労期間中において、会員の留守宅の住居が火災により家屋の半分以上
を焼失したときは、当該会員に対して給付する。

③ 　遺族旅費（距離に応じ８千円～３万円）

　会員が就労先において死亡した場合、その遺族に対して給付する。

④ 　治療証明書交付手数料（１回限り２千円限度）

　会員、又は、その遺族が傷病等事故見舞金の給付を受けるため医師の治療証明
書取得に手数料を要したときは、治療証明書交付手数料を給付する。

イ

ウ

エ 不払賃金の一部立替（不払賃金の８割以内　限度額７万円）

　会員が一定の期日に賃金が支払われないときは、当該賃金の一部を立て替える。

　出稼ぎに関する情報を提供するため「岩手県における出稼ぎの実態」を岩手県と共同
で作成する。

４　出稼ぎ互助会の状況

互助会会員に対する啓発指導

　健康で安全な就労を図るため「出稼ぎの栞」を作成し配付する。

出稼ぎに関する情報の提供

事故見舞金の給付

出稼ぎ互助会の沿革

会員の資格

事業内容

　１ヵ月以上１年未満の期間、居住地を離れ、他に雇用されて就労する者で、就労後は当該居
住地に帰するものであって、岩手県内の市町村に住所を有し、かつ住民基本台帳に登録され
ているものである。

　本県の出稼労働者は、昭和30年代後半から増加の傾向を示し昭和40年代に入って急増す
るに至った。

　こうした動向に対処するため、昭和41年に「岩手県出稼総合対策要綱」を樹立し、出稼労働
者対策の推進につとめてきたが、米の生産調整など農業をとりまく諸情勢は、かつてない事態
に直面し、農閑期利用の出稼ぎが増加するとともに、出稼ぎが恒常化かつ、一般化の様相を
呈するに至った。
　出稼ぎは特殊な就労形態であるため、就労条件は必ずしも恵まれているとはいい難く、出稼
労働者の安全就労及び出稼ぎから派生する諸問題に対処するため、昭和46年５月、県に出稼
対策室が設置され、また、昭和46年10月には、県及び各市町村が一体となり行政の補完とし
て、県及び各市町村の出捐によって基本財産２億円を積立て、さらに会員会費、市町村負担
金及び県補助金等によって事業運営する財団法人岩手県出稼ぎ互助会を設立した。

　しかし、近年、出稼労働者の減少により財団法人岩手県出稼ぎ互助会の会員数も年々減少
し、財源不足により単独法人としての運営が困難になることから、平成11年3月31日財団法人
岩手県出稼ぎ互助会を解散したものの、出稼労働者援護対策の重要性から、事業及び財産
の全額を類似の目的を有する財団法人ふるさといわて定住財団に譲渡した。

　これにより、出稼ぎ互助会事業は、平成11年４月１日から財団法人ふるさといわて定住財団
(平成24年４月1日から公益財団法人）の出稼援護事業として継続運営されている。
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（単位：人）
年度

年齢 計 男 女 構成比 計 男 女 構成比
122 122 0 100.0% 120 120 0 100.0%

0 0 0 0.0% 0 0 0 0.0%
1 1 0 0.8% 1 1 0 0.8%
4 4 0 3.3% 4 4 0 3.3%

17 17 0 13.9% 12 12 0 10.0%
25 25 0 20.5% 23 23 0 19.2%
75 75 0 61.5% 80 80 0 66.7%

61.5 61.5 - 62.5 62.5 -

昭和48年度 平成7年度 平成12年度 平成17年度 平成22年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

総数 20,496 9,514 5,219 2,991 1,326 175 122 120
20歳未満 1,011 89 48 3 3 0 0 0
20～29歳 3,392 612 294 111 33 3 1 1
30～39歳 4,363 941 400 215 84 9 4 4
40～49歳 6,051 2,143 975 401 147 20 17 12
50～59歳 3,702 2,953 1,764 1,090 447 31 25 23
60歳以上 1,977 2,776 1,738 1,171 612 112 75 80
20歳未満 4.9% 0.9% 0.9% 0.1% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0%
20～29歳 16.5% 6.4% 5.6% 3.7% 2.5% 1.7% 0.8% 0.8%
30～39歳 21.3% 9.9% 7.7% 7.2% 6.3% 5.1% 3.3% 3.3%
40～49歳 29.5% 22.5% 18.7% 13.4% 11.1% 11.5% 13.9% 10.0%
50～59歳 18.1% 31.0% 33.8% 36.4% 33.7% 17.7% 20.5% 19.2%
60歳以上 9.6% 29.2% 33.3% 39.2% 46.2% 64.0% 61.5% 66.7%

図４　年度別加入会員の年齢構成の動き

南部杜氏
協会北上
支部へ補
助金交付

技能講習の実施、広報等の送付

（資料出典：（公財）ふるさといわて定住財団調べ）

30 ～ 39 歳
40 ～ 49 歳
50 ～ 59 歳
60 歳 以 上
平 均 年 齢 （ 歳 ）
（資料出典：（公財）ふるさといわて定住財団調べ）

表10　年度別加入会員の年齢構成の推移

実数(人）

構成比

20 ～ 29 歳

表９　男女別・年齢別加入会員数
６年度

総 数
20 歳 未 満

５年度

4.9%

0.9%

0.9%

0.1%

0.2%

0.1%

0.0%

0.0%

16.5%

6.4%

5.6%

3.7%

2.5%

1.7%

0.8%

0.8%

21.3%

9.9%

7.7%

7.2%

6.3%

5.1%

3.3%

3.3%

29.5%

22.5%

18.7%

13.4%

11.1%

11.5%

13.9%

10.0%

18.1%

31.0%

33.8%

36.4%

33.7%

17.7%

20.5%

19.2%

9.6%

29.2%

33.3%

39.2%

46.2%

64.0%

61.5%

66.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

昭和48年度

平成7年度

平成12年度

平成17年度

平成22年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

20歳未満 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上

9



表11　年度別・市町村別出稼労働者数及び互助会加入会員数の推移 （単位：人）

安定所 市町村 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

1,635 1,136 1,020 934 764 642 534 466 389 304

640 558 462 396 315 227 190 175 122 120

盛 岡 市 9 7 5 6 3 2 2 4 4 3

八 幡 平 市 4 7 5 4 1 1 2 1 1 1

滝 沢 市 5 5 5 5 4 4 4 3 3 3

雫 石 町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

紫 波 町 80 70 56 50 36 23 20 18 19 9

矢 巾 町 7 7 5 5 5 0 3 3 1 2

岩 手 町 17 14 12 4 4 5 1 0 1 1

葛 巻 町 4 4 4 2 3 1 1 1 1 1

小 計 126 114 92 76 56 36 33 30 30 20

釜 石 市 2 2 1 1 1 0 0 0 0 0

大 槌 町 2 4 2 2 1 1 0 0 0 0

遠 野 市 12 14 8 10 9 6 6 4 4 3

小 計 16 20 11 13 11 7 6 4 4 3

宮 古 市 16 16 15 12 5 3 1 2 1 3

山 田 町 3 5 3 4 3 1 0 2 1 3

岩 泉 町 1 1 2 1 0 1 1 1 1 1

田 野 畑 村 6 5 4 4 5 1 1 2 1 1

小 計 26 27 24 21 13 6 3 7 4 8

花 巻 市 145 130 111 104 88 73 62 51 43 41

小 計 145 130 111 104 88 73 62 51 43 41

一 関 市 2 3 2 3 1 1 1 1 0 0

平 泉 町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小 計 2 3 2 3 1 1 1 1 0 0

奥 州 市 2 2 3 3 2 1 1 1 1 0

金 ケ 崎 町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小計 2 2 3 3 2 1 1 1 1 0

北 上 市 9 10 9 8 7 6 5 4 2 2

西 和 賀 町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小計 9 10 9 8 7 6 5 4 2 2

大 船 渡 市 16 13 11 3 2 1 2 3 2 1

陸前高田市 44 34 27 22 22 14 15 15 9 11

住 田 町 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0

小計 61 48 39 26 25 16 17 18 11 12

二 戸 市 28 27 10 6 4 4 3 4 3 2

一 戸 町 25 17 18 19 13 4 3 2 1 0

軽 米 町 12 5 5 1 7 3 1 2 1 2

九 戸 村 6 4 3 2 1 0 1 0 0 0

小計 71 53 36 28 25 11 8 8 5 4

久 慈 市 79 70 50 45 31 27 21 19 10 9

洋 野 町 91 70 75 57 45 36 27 25 12 18

野 田 村 12 9 8 11 9 5 6 7 0 3

普 代 村 0 2 2 1 2 2 0 0 0 0

小計 182 151 135 114 87 70 54 51 22 30

（資料出典：出稼労働者数は岩手労働局調べ、令和元年度から定住推進・雇用労働室調べ、加入者数は（公財）ふるさといわて定住財団調べ）

久慈

出稼労働者数

加入会員数

盛岡

釜石

宮古

花巻

一関

水沢

北上

大船渡

二戸
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件 円 件 円 件 円 件 円 件 円 件 円 件 円 件 円

盛 岡 市

八 幡 平 市

滝 沢 市

雫 石 町

紫 波 町

矢 巾 町

岩 手 町

葛 巻 町

小 計

釜 石 市

大 槌 町

遠 野 市

小 計

宮 古 市

山 田 町

岩 泉 町

田 野 畑 村

小 計

花 巻 市

小 計

一 関 市

平 泉 町

小 計

奥 州 市

金 ケ 崎 町

小 計

北 上 市

西 和 賀 町

小 計

大 船 渡 市

陸前高田市

住 田 町

小 計

二 戸 市

一 戸 町

軽 米 町

九 戸 村

小 計

久 慈 市

洋 野 町

野 田 村

普 代 村

小 計

0 0

注）

表12　安定所別・市町村別事故見舞金給付状況（令和６年度）

安
定
所

市町村
事故計

傷死 病死 旅費 傷 病

死亡 傷病
証明手数料

火災・重度障害
見舞金

水
沢

一
関

盛
岡

釜
石

宮
古

花
巻

合計

（資料出典：（公財）ふるさといわて定住財団調べ）

旅費件数・証明手数料件数は、事故計件数に含めない。

北
上

大
船
渡

二
戸

久
慈
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表13　就労地域別・産業別人身事故発生件数（令和６年度）

建設 製造 その他 建設 製造 その他 建設 製造 その他 建設 製造 その他

北海道

青森

岩手

宮城

福島

茨城

埼玉

千葉

東京

神奈川

長野

岐阜

三重

大阪

計 0

（資料出典：（公財）ふるさといわて定住財団調べ）

(単位：件）

傷死 傷 病
計就労地

病死
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表14　事故の原因別・年齢階層別人身事故発生件数（令和６年度）

計 20歳未満 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上

土木機械、工作機械など

落下物、倒壊物など

転落、転倒など

火傷、感電、薬毒傷、その他

循環器症

循環器以外の内科症

筋肉、関節、神経などの痛症

耳鼻眼科、薬毒症、その他

土木機械、工作機械など

落下物、倒壊物など

転落、転倒など

火傷、感電、薬毒傷、その他

循環器症

循環器以外の内科症

筋肉、関節、神経などの痛症

耳鼻眼科、薬毒症、その他

0

(単位：件)

（資料出典：（公財）ふるさといわて定住財団調べ）

事故の原因

計

傷死

病死

傷

病
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（１）岩手県等

郵 便 番 号 所 在 地 電 話 番 号

０２０－８５７０ 盛岡市内丸１０－１ ０１９（６２９）５５９２

０２０－００２２ 盛岡市大通３－２－８ ０１９（６５３）８９７６

岩手金属工業会館４階 FAX 019(654)2017

（２）労働局

郵 便 番 号 所 在 地 電 話 番 号

０２０－８５２２ 盛岡市盛岡駅西通１－９－１５ ０１９（６０４）３００５

盛岡第２合同庁舎５階

郵 便 番 号 所 在 地 電 話 番 号

０２０－０８８５ 盛岡市紺屋町７－２６ ０１９（６５１）８８１１

０２８－４３０１ 岩手郡岩手町大字沼宮内７－１１－３ ０１９５（６２）２１３９

０２６－００４３ 釜石市新町６－５５ ０１９３（２３）８６０９

０２８－０５２４ 遠野市新町２－７ ０１９８（６２）２８４２

０２７－００３８ 宮古市小山田１－１－１宮古合同庁舎１階 ０１９３（６３）８６０９

０２５－００７６ 花巻市城内９－２７花巻合同庁舎１階 ０１９８（２３）５１１８

０２１－００２６ 一関市山目字前田１３－３ ０１９１（２３）４１３５

０２３－８５０２ 奥州市水沢東中通り１－５－３５ ０１９７（２４）８６０９

０２４－００９１ 北上市大曲町５－１７ ０１９７（６３）３３１４

０２２－０００２ 大船渡市大船渡町字赤沢１７－３合同庁舎１階 ０１９２（２７）４１６５

０２８－６１０３ 二戸市石切所字荷渡６－１二戸合同庁舎１階 ０１９５（２３）３３４１

０２８－００５１ 久慈市川崎町２－１５ ０１９４（５３）３３７４

郵 便 番 号 所 在 地 電 話 番 号

東京都中央区銀座５－１５－１

南海東京ビル（１階　いわて銀河プラザ）

大阪府大阪市北区梅田１－３－１－９００

大阪駅前第一ビル　９階

福岡県福岡市中央区大名１－１２－６０

ＦＰＧリンクス大名Ⅱ　７階

愛知県名古屋市中区栄４－1－1

中日ビル　５階
４６０－０００８ ０５２（２５２）２４１２

（３）公共職業安定所

８１０－００４１

名 古 屋 事 務 所
(北東北三県名古屋合同事務所）

一 関

水 沢

１０４－００６１東 京 事 務 所

安 定 所 名

大 阪 事 務 所
( 北東 北 三県 大 阪合 同 事務 所）

５３０－０００１ ０６（６３４１）３２５８

４　関係機関等一覧

０３（３５２４）８２８３

０９２（７３６）１１２９
福 岡 事 務 所
（北東北三県福岡合同事務所）

大 船 渡

二 戸

久 慈

北 上

名 称

名 称

岩 手 県 商 工 労 働 観 光 部

岩 手 労 働 局 職 業 安 定 部

定 住 推 進 ・ 雇 用 労 働 室

( 公財 ) ふ る さ と い わて 定住 財団

( 出 稼 ぎ 互 助 会 ）

※対応項目　６ページ参照

事 務 所 名

盛 岡

（ 沼 宮 内 ）

釜 石

（ 遠 野 ）

宮 古

花 巻

（４）岩手県県外事務所

職業対策課
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市 町 村 出 稼 ぎ 担 当 課 郵 便 番 号 所 在 地 電 話 番 号

〔盛岡〕

盛 岡 市 経 済 企 画 課 ０２０－８５３1 盛岡市若園町２－１８ ０１９（６１３）８２９８

八 幡 平 市 商 工 観 光 課 ０２８－７３９７ 八幡平市野駄２１－１７０ ０１９５（７４）２１１１

滝 沢 市 観 光 物 産 課 ０２０－０６９２ 滝沢市中鵜飼５５ ０１９（６５６）６５３５

雫 石 町 観 光 商 工 課 ０２０－０５９５ 岩手郡雫石町千刈田５－１ ０１９（６９２）６４９７

紫 波 町 商 工 観 光 課 ０２８－３３９２ 紫波郡紫波町紫波中央駅前２－３－１ ０１９（６７２）２１１１

矢 巾 町 産 業 観 光 課 ０２８－３６９２ 紫波郡矢巾町大字南矢幅１３－１２３ ０１９（６１１）２６１３

〔沼宮内〕

岩 手 町 企 画 商 工 課 ０２８－４３９５ 岩手郡岩手町大字五日市１０－４４ ０１９５（６２）２１１１

葛 巻 町 いらっしゃい葛巻推進課 ０２８－５４９５ 岩手郡葛巻町葛巻１６－１－１ ０１９５（６５）８９８３

〔釜石〕

釜 石 市 商 工 観 光 課 ０２６－８６８６ 釜石市只越町３－９－１３　 ０１９３（２７）８４２１

大 槌 町 産 業 振 興 課 ０２８－１１１５ 上閉伊郡大槌町上町１－３ ０１９３（４２）８７２５

〔遠野〕

遠 野 市 商 工 労 働 課 ０２８－０５９２ 遠野市中央通り９－１ ０１９８（６２）２１１１

〔宮古〕

宮 古 市 企 業 立 地 推 進 課 ０２７－８５０１ 宮古市宮町１－１－３０ ０１９３（６５）７０７２

山 田 町 商 工 観 光 課 ０２８－１３９２ 下閉伊郡山田町八幡町３－２０ ０１９３（８２）３１１１

岩 泉 町 経 済 観 光 交 流 課 ０２７－０５９５ 下閉伊郡岩泉町岩泉字惣畑５９－５ ０１９４（２２）２１１１

田 野 畑 村 住 民 生 活 課 ０２８－８４０７ 下閉伊郡田野畑村田野畑１４３－１ ０１９４（３４）２１１４

〔花巻〕

花 巻 市 商 工 労 政 課 ０２５－８６０１ 花巻市花城町９－３０ ０１９８（４１）３５３６

〔一関〕

一 関 市 商 政 ・ 労 政 課 ０２１－８５０１ 一関市竹山町７－２ ０１９１（２１）８４６１

平 泉 町 町 民 福 祉 課 ０２９－４１９２ 西磐井郡平泉町平泉字志羅山４５－２ ０１９１（４６）５５６２

〔水沢〕

奥 州 市 商 工 労 政 課 ０２３－８５０１ 奥州市水沢大手町１－１ ０１９７（３４）２３３３

金 ケ 崎 町 商 工 観 光 課 ０２９－４５９２ 胆沢郡金ケ崎町西根南町２２－１ ０１９７（４２）２１１１

〔北上〕

北 上 市 産 業 雇 用 支 援 課 ０２４－８５０１ 北上市芳町１－１ ０１９７（７２）８２４３

西 和 賀 町 観 光 商 工 課 ０２９－５５１２ 和賀郡西和賀町川尻４０－４０－７１ ０１９７（８２）３２９０

〔大船渡〕

大 船 渡 市 商 工 企 業 課 ０２２－８５０１ 大船渡市盛町字宇津野沢１５ ０１９２（２７）３１１１

陸 前 高 田 市 商 工 観 光 課 ０２９－２２９２ 陸前高田市高田町字下和野１００ ０１９２（５４）２１１１

住 田 町 農 政 商 工 課 ０２９－２３９６ 住田町世田米字川向８８－１ ０１９２（４６）３８６１

〔二戸〕

二 戸 市 商 工 観 光 流 通 課 ０２８－６１０３ 二戸市石切所字荷渡６－３ ０１９５（４３）３２１３

一 戸 町 商 工 観 光 課 ０２８－５３１１ 二戸郡一戸町高善寺字大川鉢２４－９ ０１９５（３３）４８５５

軽 米 町 町 民 生 活 課 ０２８－６３０２ 九戸郡軽米町大字軽米１０－８５ ０１９５（４６）４７３４

九 戸 村 保 健 福 祉 課 ０２８－６５０２ 九戸郡九戸村大字伊保内１０－１１－６ ０１９５（４２）２１１３

〔久慈〕

久 慈 市 企 業 立 地 課 ０２８－８０３０ 久慈市川崎町１－１ ０１９４（７５）３８９１

洋 野 町 町 民 生 活 課 ０２８－７９９５ 九戸郡洋野町種市２３－２７ ０１９４（６５）５９１４

野 田 村 住 民 生 活 課 ０２８－８２０１ 九戸郡野田村野田２０－１４ ０１９４（７８）２９２８

普 代 村 住 民 福 祉 課 ０２８－８３９２ 下閉伊郡普代村９－１３－２ ０１９４（３５）２１１３

（５）市町村出稼ぎ担当課
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